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愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

第
37
回
『
文
化
祭
』
の
お
知
ら
せ

文
化
祭
実
行
委
員
会

日

時

11
月

1
日(

日)

9
時
30
分
～
15
時

場

所

清
和
台
南
小
学
校

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
、
作

品
展
示
、
発
表
な
ど
で
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
治
会
主
催
の
抽
選
会
も
お
楽
し
み
に
！

詳
細
は
、
挟
み
込
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
抽
選
券

付
）
に
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
班
長
会

総
務
部

既
報
の
と
お
り
、
下
期
班
長
の
皆
さ
ん
を

迎
え
、
役
員
・
監
査
役
・
推
進
委
員
が
出
席

し
て
開
催
し
ま
す
。

日

時

10
月
18
日
（
日
）
10
時
～

場

所

第
４
自
治
会
館

「
下
期
自
治
会
費
集
金
」
と

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」

ご
協
力
の
お
願
い

総
務
部

福
祉
・
保
健
部

自
治
会
で
は
、
理
事
・
班
長
さ
ん
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
「
自
治
会
費
」
と
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
、
「
歳
末
助
け
合
い
募
金
」

を
同
時
に
、
11

月
に
集
金
し
ま
す
。

募
金
は
、
高
齢
者
の
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

・
第
２
地
区

（
西
１
・
２
丁
目
）

日

時

11

月
28

日
（
土
）
10

時
～
12

時

場

所

第
２
自
治
会
館

・
第
１
地
区
（
東
１
・
２
丁
目
）

日

時

11

月
28

日
（
土
）
14

時
～
16

時

場

所

第
１
自
治
会
館

・
第
３
地
区
（
東
３
～
５
丁
目
）

日

時

11

月
29

日
（
日
）
10

時
～
12

時

場

所

第
３
自
治
会
館

・
第
４
地
区
（
西
３
～
５
丁
目
）

日

時

11

月
29

日
（
日
）
14

時
～
16

時

場

所

第
４
自
治
会
館

秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

環
境
部

日

時

11
月
22
日
（
日
）

８
時
30
分
～
約
１
時
間

少
雨
決
行

中
止
の
場
合

29

日
（
日
）

に
順
延
。
詳
細
は
、
10
月
回
覧
参
照

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①

公
園
草
刈
り
隊

若
干
名

②

公
園
清
掃
隊

若
干
名

※
詳
細
は
、
第
２
自
治
会
館
事
務
局
ま
で

新
し
く
清
和
台
に
引
越
し
て
来
ら
れ
た
方

に
班
長
さ
ん
、
理
事
さ
ん
と
共
に
皆
さ
ん
は

「
自
治
会
へ
の
加
入
」
を
声
掛
け
し
て
く
だ

さ
い
。
「
近
く
に
引
越
し
て
来
ら
れ
た
方
が

い
ま
す
」
と
事
務
局
に
連
絡
い
た
だ
く
だ
け

で
も
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

第
２
回
運
営
委
員
会

（
９
月
27
日
）

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
外
出
支
援
（
ス

マ
イ
ル
カ
ー

）
い
づ
れ
の
事
業
も
10
月

１
日

よ
り
開
始

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置

予
定

下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
ご
案
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

新

会

員

募

集



文
化
祭
実
行
委
員
会

清
和
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

清
和
台
自
治
会

公
民
館

昭
和
46
年
自
治
会
設
立
、
当
時
は

納
涼
祭
、
大
運
動
会
、
バ
ス
ツ
ア
ー
が

三
大
行
事
と
し
て
大
人
気
で
し
た

昭
和
63
年
11
月
第
1
回
文
化
祭
を
開
催

【
会
場
】
展
示
の
部

公
民
館
、
新
清

和
台
幼
稚
園

発
表
の
部

第
四
自
治
会
館

翌
第
２
回
以
降
会
場
を
南
小
へ
変
更

そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
で
二
度
中
止
し
た
が

今
年
37

回
目
を
迎
え
た

以
下
昨
年
度
（
第
36
回
）
の
文
化
祭
の

準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
の
活
動
で
す

１
．
前
日
準
備
（
会
場
設
営
9
：
00

～
12
：
00

）

作
業
参
加
人
数
54
名

①
体
育
館
（
展
示
会
場
・
発
表
会
場
）

②
お
茶
席

③
本
部
席

④
屋
外
会
場

（
食
堂
他
）
⑤
駐
車
場
・
駐
輪
場

椅
子
、
机
、
パ
ネ
ル
、
ひ
な
壇
、
紅
白

幕
、
テ
ン
ト
等
搬
入
、
設
営

２
．
本
番

（
９
：
00
～
15
：
30
）

作
業
参
加
人
数
47
名

①
体
育
館
展
示
会
場

16
団
体

②
体
育
館
発
表
会
場

16
団
体

③
屋
外
会
場
（
食
堂
・
飲
食
売
店
、

射
的
等
各
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
手
作

り
品
販
売
、
ど
ん
ぐ
り
細
工
コ
ー
ナ
ー
）

④
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

⑤
お
茶
席

⑥
駐
車
場
・
駐
輪
場
管
理

３
．
片
付
け

作
業
参
加
人
数
47
名
（
15
：
30
～
）

4
．
昨
年
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

せいわだいにゅ～す 令和８年10月１１日（２）

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

(9)

文

化

祭



『
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
交
流
会
』

障
が
い
が
あ
る
方
と
福
祉
部
会
の
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

日

時

11
月
７
日
（
土
）

10
時
～
14
時

場

所

清
和
台
中
央
公
園

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド

内

容

カ
レ
ー
・
焼
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー

締
切
り

11
月
2
日
（
月
）

※

参
加
希
望
の
方
は
「
く
ら
し
の
相
談

窓
口
こ
こ
ろ
」
ま
で

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
認
知
症
を
知
ろ
う
」

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
で
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
と
共
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日

時

11
月
７
日
（
土
）

10
時
～
11
時
30
分
（
予
定
）

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
１
階

内

容

認
知
症
ミ
ニ
講
座

地
域
の
活
動
紹
介

バ
ン
ド
演
奏
と
歌

パ
ネ
ル
展
示

参
加
費

無
料

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

７
９
９
‐
６
８
０
０

（３） せいわだいにゅ～す 令和８年１０月１１日

認
知
症
カ
フ
ェ

ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ

日

時

10
月
28
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

２
階

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
バ
ー
テ
ィ
ー

お
菓
子
付
き

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

11
月
15
日
（

日
）

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

「
チ
ェ
ロ
演
奏
」

参
加
費

１
０
０
円

※
両
事
業
共
、
清
和
台
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が

あ
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

11
月
５
日

（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容⓵
ネ
イ
ル
・
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ

13
時
30
分
～

②
朗
読
会

「
朗
読
の
会

楽
楽
」

森
鷗
外

高
瀬
舟

沢
村

貞
子

「
私
の
浅
草
」

14
時
～

※
飲
み
物
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

11
月
11
日
（
水
）

10
時
〜
11
時

場
所

第
3
自
治
会
館

内
容

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る

計
測
、
相
談
等

対
象

未
就
園
児
と

保
護
者

※
参
加
費
無
料
、

予
約
不
要
で
す

警
報
が
出
た
時

８
時
の
時
点
で
警
報
が
発
令
さ
れ
て

い
る
時
は
中
止
と
し
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ
マ
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お
悔
み

（
敬
称
略
）

水
引

一
子

東
１

明
石

安
人

西
２

松
元

征
雄

西
４

森

和
子

西
１

鶴

ノ
リ
子

東
５

森

健

東
５

小
菅

淳
平

西
２

新
入
会
員

（
敬
称
略
）

細
川

尚
哉

西
４



せいわだいにゅ～す 令和８年１０月1１日（４）

防
災
講
座

～
災
害
に
備
え
る
～

日

時

11
月
25
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

定

員

50
名

講

師

川
西
市
危
機
管
理
課
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
猪
股

倫
夫
氏

申
込
み

10
月
21
日
（
水
）

９
時
～

７
９
８
‐
１
２
８
０

共

催

清
和
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
自
主
防
災
会

人
は
な
ぜ
生
き
る
か

66

歳
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
卒
業

し
て
こ
の
ほ
ぼ
22

年
間
に
、
現
役
時
代

と
は
無
縁
の
い
ろ
い
ろ
な
方
と
ご
縁
が

で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
起
こ
っ
た
初
め
て
の
体
験

そ
し
て
こ
の
世
の
森
羅
万
象
は
何
事
も

自
分
の
人
生
の
過
ご
し
方
に
役
立
つ
も

の
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

反
面
教
師
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
振
り
返
っ

て
自
分
な
り
の
考
え
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

一
、
我
欲
の
柱
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る

大
き
な
柱

物
欲
、
金
銭
欲
、
支
配
欲
、
地
位
名

誉
欲
、
こ
の
な
く
す
こ
と
は
出
来
な
い

柱
を
か
か
え
た
ま
ま
で
、
ど
う
人
生
を

生
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

つ
ま
り
我
欲
の
柱
を

凌
ぐ
大
き
な
高

邁

な
生
き
る
指
針
の
柱
を
立
て
る
こ
と

を
目
指
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

二
、
生
き
様
の
模
索
そ
し
て
生
き
方

ま
ず
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
か
を
理
解

す
る
。
つ
ま
り
心
と
身
体
は
こ
の
世
で

の
借
り
物
。
魂
は
永
遠
。
そ
れ
ら
を
理

解
し
た
上
で
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
。

（
参
考
文
献
は
中
村
天
風
そ
し
て
吉
野

源
三
郎
）

三
、
日
常
で
心
が
け
る
こ
と

・
心
の
持
ち
方
、
明
る
く
前
向
き
に

・
感
謝
の
気
持
ち
を
心
が
け
る

・
人
を
見
る
目
を
養
う

・
怒
り
、
ス
ト
レ
ス

基
に
な
る
言
動
を
他
か
ら
受
け
て
も
、

そ
れ
を
発
症
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
受
け

た
人
の
対
応
の
仕
方
次
第
、
つ
ま
り
認

識
は
す
れ
ど
も
反
応
は
せ
ず
や
り
過
ご

す
と
い
う
心
の
持
ち
方
も
大
切

お
か
げ
さ
ま
で
心
身
と
も
に
健
康
で

病
院
の
お
世
話
に
も
な
ら
ず
、
百
歳
ま

で
車
を
運
転
し
て
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西
２

加
地

久
之

お
茶

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
良
く
目
に

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
中
国
の
人
に
と
っ

て
、
お
茶
は
必
需
品
の
よ

う
で
す
。

ど
こ
に
行
く
時
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
容
器
に
茶
葉
を

入
れ
て
持
ち
歩
い
て
い
ま

す
。
ホ
テ
ル
な
ど
で
も
蓋

付
き
の
湯
呑
み
と
魔
法
瓶

が
セ
ッ
ト
で
置
い
て
あ
り
、

湯
呑
み
の
中
に
茶
葉
を
入
れ
湯
を
注
ぎ

蓋
を
し
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
飲
む
の

で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
茶
葉
が
口
の

中
に
入
っ
て
く
る
の
で
、
飲
む
の
は
慣

れ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
に
注
ぐ
場
合
も
あ

り
、
そ
の
時
は
茶
葉
が
底
の
方
に
沈
ん

だ
状
態
か
ら
飲
む
よ
う
に
し
ま
す
。
湯

が
少
な
く
な
れ
ば
そ
こ
に
足
し
て
ま
た

飲
む
と
い
う
様
な
飲
み
方
を
し
ま
す
。

列
車
な
ど
で
旅
行
す
る
際
も
列
車
に

給
湯
器
が
備
え
ら
れ
て
い
て
、
思
い
思

い
の
茶
葉
を
入
れ
た
容
器
に
湯
を
注
ぎ

飲
ん
で
い
ま
す
。こ

の
様
な
習
慣
は
、
多

分
に
気
候
が
乾
燥
し
て
い

る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
国
茶
の
種
類
は
多
く
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
行
き

席
に
着
け
ば
、
す
ぐ
ど
の

お
茶
に
す
る
か
聞
か
れ
ま

す
。
代
表
的
な
お
茶
と
し

て
は
、
お
馴
染
み
の
『
烏

龍
茶
』
『
プ
ー
ア
ー
ル
茶
』
『
ジ
ャ
ス

ミ
ン
茶
』
『
ロ
ン
ジ
ン
茶
』
な
ど
い
ろ

い
ろ
有
ま
す
が
。
私
の
お
す
す
め
は
龍

井
茶
（
ロ
ン
ジ
ン
茶
）
で
す
。

東
４

木
村

裕

異

文

化

見

聞

録

中
国
編

③

公民館だより


